
平成２６年度「大学教育再生加速プログラム」選定取組

大学等名：福岡歯科大学

テーマ ：テーマⅡ（学修成果の可視化）

本事業は、学修成果の可視化を目的に、教育支援・教学IR室を設置して教学マネジメントの拠点を築き、各授業科目の行動目標、教育内容、評価方法の整合性を検証し、
評価基準の平準化を行う。さらに、各授業科目の行動目標を、6つのディプロマポリシー（DP）および4つの学士力に分割し、それぞれに対応した評価指標を作成し到達度を
可視化する。さらに卒業生（1年後、5年後、10年後）を対象に調査し事業の成果を把握するとともに、PDCAサイクルにより教育内容・方法等の改善を全学的に展開し、カリ
キュラムポリシー、アドミッションポリシーの改善等も検討しながら大学教育の質的転換を図り、内部質保証を行う。

評価の平準化
①ブループリント
②ルーブリック
③ポートフォリオ

DPおよび学士力を指標とした到達度の可視化

学士力の高い歯科医師養成

教育支援・教学IR室
（室長：学長）

教学マネジメント

内 部 お よ び 外 部 評 価 委 員 会
に よ る 事 業 評 価 と 点 検 作 業

学務委員会
授業と行動目標の

評価の実施

ディプロマポリシー（DP）
「Ⅰ:プロフェッショナリズム」「Ⅱ:コミュニケーション能力」
「Ⅲ：口腔医学の知識の具有と応用」

「Ⅳ：口腔医学の実践」「Ⅴ：地域包括ケアの理解と実践」
「Ⅵ：国際力の涵養」 学

務
課

学生指導の成果をフィードバック

分析結果に基づいた
教育の質的改善

行動目標
の見直し

行動目標の評価とFD Workshopの成果をフィードバック

F D 委員会
FD Workshopの

開 催

シラバス基本
レイアウト

教育目標領域、
評価方法の設定

ステークホルダー
からの

フィードバック

F
D
に
よ
る
教
育
の
質
の
改
善

評
価
資
料
の
作
成行動目標の数値化

社会人基礎力・汎用的能力を重視した学生指導

社会への貢献と支援

【事業の成果】

本事業を実施することにより、
・教育の目標が明確となり、ＰＤＣＡサイクルに
よる教育の改善が促進される。
・根拠に基づいた評価が行われ、教育の質及
び信頼性が高まる。

事
業
の
成
果

２６年度
（実績値）

２８年度
（実績値）

３１年度
（目標値）

学生の授業外学修時間 （時間/週） ６．４時間 １０．９時間 １２．０時間

ディプロマポリシーと行動目標との関連を明示した科目 ０．０％ ０．０％ １００．０％

学生の授業外学修のためのe-learning用コンテンツを作成した科目 ５０．０％ ６２．８％ １００．０％
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